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自転車は、車道の左側を通ることが決まりですが、子供 (13歳未満)が自転車

に乗るときは、歩道を通ることができます。

車道を通るときは、左側を通ります。

歩道は歩いている人が優先です。

歩道を通るときは車道側に寄つて通

行し、歩いている人のぼう害になり

そうなときは止まりましょう。

大人 (13歳以上)ん 自ヽ転車で歩通を通行できるのは、通

路標識により自転草が歩連を通行することができる場合と、

車連を通行することが危険でやむを得ない場合などです。

ただし、フ0戒以上の人と身体の不自由な人も、子供と同

じように歩通を,邑ること力ゞできます,

(適路交fl法第63条の4、 適償き交通法純行令第26条、交週

の方法 こ蜘する教員じ)
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切T,レを省る安全,

交差点や横断歩道ぜの注意
交差点を右に出がるとき

ちゅう  いおう  だん  ほ  どうこう  さ  てん

>二人乗りはいけません。

>夜はライトをつけましょう。

>「止まれ1の標識や、道路に「止まれJと書いて

いるときは、必ず止まって安全を確認しましよう。

>自転車どうしで、横に並んで走つてはいけません。

>信号は必ず守りましょう。

>左右が見えにくい交差点を通るときは、

しつかり左右の
~女

全を確認しましょう。

◇自転草は、交差点をななめにわたることはできません。遭路

の左側によつて交差点の向こう側まで真っすぐに進み、a全

を経艶して直角に高がりま魂

t懇自懲,醤≧癖禽露毯弱電》魔鶴蘊趨機

◇車の運転子さんが気づいていないことも

ありますあで、驚琺学さんが占雰に負づ
いているか確認してからわたりましょう。

◇横断歩道に自転車のマークと線があるときは、

その中を通つてわたりましょう。

◇横断歩遭に自転車のマークと線がないときは横断歩道を通

れますが、歩いている人のばう害になりそうなときは自転車

からおり承 自転車を押してわたりましよう。

◇ブレーキがきかない自転車に

乗つてはいけません。

自転車に乗るときは、ヘルメット

をかぶりましょう。

…保護者の方は、13歳未満の子供にヘルメットをかぶら

せるように努めな すればなりません。

(通路交通法第 63条の 11)

●傘をさしたままや、物をもつたまま ●イヤホンで音楽をきいたりなど、

乗つてはいけません。        まわりの声や音が聞こえないよ

うにしてはいけません。

横断歩道をわたるとき

そのl吾がに注意すること

子ども13ヘルメッ

保護者の方は、お子さんが乗る自転車を点検 して、不良

な部分がある場合には、自転薫販売店などで、整備をし

ましょう。

子供が超 こした事故であつても、自転豪の利用によつて

生じた損審 (よ 、
´
賠償 しな 1す ればならないことがあります。

万が一の場合に偏えて、保険に力]入 しましょう。
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